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エンテーション

○書いて伝える

○メディアを駆使する
○自己PRと 面接

○表現を楽しむ

○声とコミュニケーション
○書いて伝える

○小論文・ レポート入門

小論文
‐
:・レボ=卜天門

‐

○表現を楽しむ
○声とコミュニケーション

σ会訂 l‐議論
‐
r・発表

……

。国語表現の宇習につい
。整った文章を書く

・通信文を書き分ける
。志望動機をまとめよう

。詩歌を楽しむ
r・ヴ=ダ=ズジプタ■を開ビリ

¨

・わかりやすい文を書く

。小論文とは何か
。資料を読み取って書く

可動 的ぶ ズタ=を作ろう
……

。発想を広げて書くを広げて書く

鰤 ぶ
……………………・

・ショー トスピーチをしよう

fフレゼジデ=ジヨレあ王芙
…

コンクールヘの応募

‐
鰤早諄聾釘

‐
フ■・ド提百

コンクールヘの応募

景難条М 奎雫提出…

σ会訂 1‐議論
‐
:・莞顎

…¨

○表現を楽しむ

碗ヽ論文
‐
:・レポ=トス蘭

・

3'蟻文IL/ボ=トス蘭
‐

。発想を広げて書く

=議論して結論を睛
。演説合戦に挑戦

I論支を書てだらに

T語文を書く礎万に

・
〔学年細

・
フ=‐ド提百

………

|・ 定期考査・ 小テス トの成績、課題の内容や提出状況。
― ―

                    |



エンテーション

○東アジア世界

1南、東南アジア世界

イスラーム世界

○ヨーロッパ世界

1課題
・
レポ=下丁

・世界史Aの学習について
・中国文明

f_東ヱシスの文化国の形成
・古代インド文明
。ヒンドゥ教とイスラーム教

l.東童スノア剰嘱
・都市文明の伝統・ 椰 叩 X明 の 広 机

・イスラーム世界の形成

導う多ラ,W隻会‐
。東西ヨー ロッパの成立

:英晨轟尋〃lq成長と変動
・アメリカ植民地の誕生

l・各国あ歴更ど日本芝あ結びうぎか
・
ら調べ

~

てレポートに表現します。

(早7E毎に ワー

を提出します。

・小テスト

。中間考査
。ファイル提出

・期末考査
・ ファイル提出

欧米近代社会の展開

アジア_1_ヱ Zリカの変魏_

Q世界戦争の時代.…………

○課題レポートⅡ

:詈二詈秘鰈 層棗整讐…………
・イギリス産業革命

巧ぅじ奏

"の

成立…………
・自由主義運動、帝国主義

:.西ZジZγ難 ヱジアの変貌 _¨

・清朝末期の中国と日本の近代化
・アジア諸国の民族運動

,世界恐慌とファシズムの台頭

開とその様子
と社会主義陣営の違いをレポー

。小テス ト

。中間考査
・ファイル提出

I期茉考査
……・

・ファイル提出

「課題レポご卜
‐
五

・ 小テス トの成績、 ワー クや フアイルの提出状況、・ 疋 期 石 賀 °
4｀ ア ス トの llX槙 、 ツ

~ク
ヤ ノ ア■ ル の 掟 働 状 況 、 ア不

~ト
マ ツ ー ク ン ー

内容、日常の授業への参加態度等で評価します。

識を持つているか。積極的に授業に参加しているか。
て下るが:・

・
レボrドあ表現方法下丙蓉が遣萄が∫

‐…………

「
蒔代菖茄 著苓任薔を函纏そぎれ ヽ

`が「

……………‐

事項浸身iごう万ぞJ'るが丁
‐………………………………・



・集合と要素の個数

1・数え上げあ藤 1‐

・順列

・組合せ
。事象と確率

l‐確率あ基本性質

1・独立な試葎め確率
・反復試行の確率

l‐ 反覆試行め確率

エンテーション

○集合と場合の数

σ集合と場合め数
…………

き合芝場合あ類
………・

○確率とその基本性質

とそあ墓ボ[百
……

πヽおいちな確率
…………

いちいらな確率
…………

1・除法あ性質と整数あ分類
・ユークリッドの互除法

¨ り下め互際菖

:ゴニタリ,下麟 芝

、小テス トの成績、週末課題や ノー トの提 出状況、 日常 の授業への

に活用 しよ うとしているか。

したり、思考の過程 ているか。



Ω編.i宙の構成

:41駐 _.移,変わう地球.

第 2編 活動する地球

『李醤あ写景た

=苦笙物あ変連と地球環境
・

・プレートの運動とそれに伴う

:‐市蘭著ξ
……………

・ノートファィル提出

:‐期茉著ξ
……………

。ノートファィル提出

第U稿

「
天気ど海滞

……

「3編
・
■瀬め環境

・……

T地球あ熟収支
……

。大気と海洋の運動

T環境と天商
…‐̈

。日本の自然環境
:・ llii簡著蟹

……………

・ノートファィル提出

、小テス トの成績、プリントの取 り組み状況、宿題の提出厩
表現力、実験・観察レポー トの内容で評価 します。

取り巻く環境について関心を持ちl主生堕に探求しようとする顧麗を身につけている1
る 、正 しく る力を身につけてい



・体ほぐしの運動
■盗力を高ゆる運動

・マット運動と跳び箱運動の

¨
両ピ讐普繕蟄

‐技能の_… _

・豊かなスポーツライフの設計

「リウ
‐
ドボ三π

…………………

T鴇誓お書鯵し難す。⊇・…
(大きなス トロークで泳ぐ)

(ト レッキング、ウォーキング

・班つくりと準備体操つくり

。前期中間考査

∵ル=うじと藩判法あ習得

・パスケットボー
バレーボーリレ
(チームで作戦を立て、協力し
攻守に取り組みます。)

∵妾全1ビ曹意しi・々,Iを寺す
スキーを楽しみます。

・技能テス トの実施

評価方法
美授の能力だけでなく、運動に取り組む意欲や、公正、協力、責任などの態度、ルールや
審判についての知識や技能などを、総合的に評価 します。

評価の
観点

思判

やス , ―ツに、 ,組んでいるか。
・安全の確保に努め、 と協力して運動に取 り [んでいるか。
。ル‐―リレ式,1朦 ついて理解 しているか。

・ 個 々の基 I ]上 していた ヽ。



教科 名 タ 英語表現 I 32

教材

教 ew 0 ¬ ,xpresslo■ s

副教材
New ONL wuRLD ExpreSslo■ s l 10rkbook (孝 文子子t出 尻反,

英単語ターゲット1400(旺文社)

Listellintt Box l(雇ζ沐ホ倉自)

履修区分 共通

学習の
目標

1 英語 を通 じて,積極的にコミュニケー ションを図ろ うとする

Z 争 芙 や 意 見 な と を多 様 な 観 爪 か ら考 祭 し,論 理 の 展 開や 表 現 の万 法 を工 夭 しな

がら伝える能力を養う。

の
方

習
め

学
進

教科書をベースに、様々なタスクを通 して学習 した内容を用いて話す 。書く練習をしま=

2 ペア・ グループワー ク、ALTと の面接や様 々な課題 な どで表現力を高 0

3 ワー クや プ リン トの提 出、発表 の機会 を通 して、学習 内容 σ
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・リエンテーション
l  My Namcls Manew smlth

I'm Golngto Havc a Sn颯 l Pary

し3 Call You Play Tcllllis Tomomw?

Have We Mgt Before?

You Must Follow Our School
Rules

What a Balltl制 絶 monol

How Was Your Summsr Vacation?

。学習の進め方を説明 します。
・現在形や現在進行形を用いた,自 分や

を表す表現

1・ 助動詞こa■ i‐

‐
あ面aを iiiぃだi‐畷頼や

許可を表す表現
・買い物をするときの表現
・過去形・現在完了形で出来事や経験の表現
・助動詞皿ust,should,mayを 用いた ,

義務や許可を表す表現
:‐受け身を肩百たI事物を説明した

・
り
。

描写したりする表現
1‐食事あざ支お などきあ表現を学曹するl

to不定詞や動名詞を用いた,経験 。目

X6[essolOR 7
にワークに取 り

組みます。
・小テス ト

プリント

。中間考査
。ファイル提出

。小テスト
・プリント

。期末考査
・ファイル提出

r m Looklng For a Smaller Store

I Read Comics as Often as I

0■lsls a Book to Rcad

:!!.■叫
～
亀P19墜騨 ,■繁._

2 A Partner Who Does Housework

3 You Can Uve in a County
ヽ■crc English ls Spokcn

Li4 1fI WeFC You,I Would Practlcc

Hardcr thall Bcforc

15 1fWc Contnue Uslng Oil,…

用いた,事物を比較する

「暑書肇警颯 ょる後置節を爾……
いて,説明・描写する表現

「曇藤貧君畠濡帝奪調続キ島絆暑認た……
事物を詳しく説明・描写する表現

・関係副詞Then,where,whyを 用いた表現
l‐ 仮定法通去を用τヽた :‐

‐
願菫を表す表現

……

助言や提案をする表現
・接続詞を用いた,仮定に基づいて説明

する表現

。
4ヽテスト

・プリント

「市蘭著番
~~・

。ファイル提出

。学年末考査
・ファイル提出

評価方法

・技栗への積極国参刀口や恐度、疋期考査・ 小テス ト、ファイルやプリン トの提出状況等を
総合的に評価 します。協力 してペアワークやグループワークに臨みましょう。
・英語科の観点別学習状況の評価の 4観点を基本 として評価 します。

評価の
観点

関意

表現

理解
鶴壽

醸

¨
疇
一り
一レ
一鮎

動
一

，
論 理

一脚

一薫

覇
一盪

一嘘
一服

度

な̈
一た
一運

覇
一親

一開し、
一初

的
一や

を̈

や̈

臨
一陰
一喘
一喘

参加 し,コ ミュニケーションを図ろ と努 力 して いる
民

一
1や表現の方法を工夫しながら英言ヨで伝えられる。

一で

畿̈

Ittτ :~硝覆や考漱 τ西断面訥
ピ身1ビ存iti¨言語あ習景iごあるiF

1解できる。
ヒなどを理解する_



エンテーション

○習作の制作

・ 1年間の活動について
。ポー トフォリオについて
・キャンバス組み立て
。資料収集、モチーフ取材
・習作 0100号に紙)

。主題設定
。技法の検討

。習作を発表・鑑賞

・下描き
。下地づくり
。彩色

ャンバスの組み立て、キャ
ンバス張りは一人で行わずお互
い協力して行うこと。

※資料はインターネットや出版
物に頼るのではなく、自分のカ
で集めること。

・主題・制作の振り返 りと今後
の見通しについて

。主題・制作の振 り返 りと今後
の見通 しについて

・細部描込み
・微調整
・額つけ
。ポートフォリオ提出
・卒業制作発表準備

評価方法
課題提出状況、課題に対する創造力、技術力、授業への意欲・態度、発表内容等により総

合的に評価 します。

評価の
観点

。意・ 態】l自 己の ″
」 :い 、 的 に ♪こ でヽ しか。

想や構想】 l適切な に 〕けた構想をねることができたか。
【創造的技能】l技法や画材の ヒ課題に効果的な表現ができたか。
【鑑賞の能力】l自 他の表現のj )ェ を堀 )う ことができたか。



教科名

教材
ユし :

な し

学習の
目標

1 対象のイメージや空間を把握し、造形表現の基礎となる観察力と描写力を高める。
2 デッサンや鑑買を通 して、感性を高めるとともに、自己の在 り方生き方を見つめ、

豊かな心情を育てる。

学習の
進め方

1 造形表現の基礎であるデッサンを繰 り返し行い、技術を身に付ける。
2 様々な素材を組み合わせたモチーフをイメージの違いや空間をとらえなが ら描 くこと

で、表現の方法を学ぶ。
3 作品 を鑑賞 し、描き方 、良さを感 じ取 り、表現 の工夫 に生かす。

前

期

0オ リエンテーション
○観ること・描くこと

○線の表現力
(ク ロッキー)

申の理 _.(見(五く)__
トーンとタッチ

熾 __(影描法).,
)面で描く
(対象物の構造)

○空間と関係
(包絡線、空間)

○色とパルール
(統一感 。マチエール)

の約束を確認する。
の扱い等のおさらい。
種類や意味、描き方の基

な形態を単純な形に置き
換えて描く練習を行います。

係の作 り方 (大きさ、濃
、重な り)の基本について、

制作課題と講義により学びま
す。

'菜
・ くだものを課題とする。

そ現課題制作 と講義によ り学
びます。

①単純な形態を的確に描く能力
を身につけます。

・学習の見通 しを持つ。
・昨年度購入 した道具を引き続
き使用する。
・線の意味と役割について理解
し、表現に活かせるよう、反復

・形は粘 り強く正確にとるこ
と。

■璽島憲腸編 詳訴 警1撫
・

な形は描けない為、各自復習を
して、基本的な描写力を高める
こと。
・空間 (関係)の表現は、全体
のバランスを壊さないこと。

必`要です。

(パースベクティプ)

夏季休暇中の課題
(身近なモチーフ)

○表現材料
(木炭と鉛筆)

○主題 (何を見つめ、

岩響贔畠2)

ファイ ンダー)を活用
し、構図と印象について理解を深
めます。

途指示内容を課題とする。

で学びます。

①描画材料の発達、それぞれの
特長について、講義、実習形式

んだととを蒲がし1‐

‐
謀題作

・

品の制作を通して総合的に学習

評価方法
授業中の取り組みの様子と課題の提出、技術力により総合的に評価する。

評価の

観点

・意・態】 素描に関心を持ち、対象に集中して観察し、 に表現 したか。
想・ 構 想 】 ]よ く てとらえ、空間を意識 して画面上に構成できたか。

デッサンの基, ′についたか。
自他より感じたことや考えたことを言葉で伝え、制作に活か したか。



教科名 ] 工 |

教材
な し 5

な し ]

学習の

目標

1 選択工芸科目を含め、学んだ技術を総合的に応用、創造的に発展させた作品の制作を目標とします。

制作の過程をとおして、造形的視野を広めるとともに、感性を磨き豊かな人間性の形成を目指します。

3 選択教科として密度のある専門性を高めた遣形的作品の制作を目指します。

の
方

習
め

学
進

1年間の制作計画を立てます。題材は個々が設定し、構想と基本的な設計を相談しながら進めていきます。

2 過去に制作された作品や書籍などの資料を活用し、自らの作品をより高める工夫をしていきます。

これまでの選択科日で学んだ知識や技術を積極的に作品に取 り入れていきます。

リエンテーション
テーマの設定

制作進度の確認

。1年間の課題の進め
・ テーマの設定 と計画

T備費検肇詳プゴトフィッ
・プレゼンテーションの準備

「フレゼジデ=ジヨレl・

‐
iti検討

・

l研究主題Ωヒ _ドつ生成。

。テーマと制作についての発表
・進め方の再検討

達成するかを考える。

・研究のテーマが制作物に、ど
うつながるかを考える。

・
:‐発表どぎとk美制作どデ菫マ
とのつながり方を確認する。

‐
1・百ぢ嚇 を振り

・
返り

‐…‐

進め方を再検討する。

1年間のまとめ

卒業制作発表

・作品の完成と提出

・研究のまとめの制作と提出
・プレゼンポードの制作と提出

‐
:・百ぢ搬 まとあるごとで

‐

成果を確認する。

∵他著

…

英有する
「

…



教科名 工 芸

教材
教科 書 ンテ l

副教 | ス

学習の

目標
図面 Z し■ の尋 し、伝 につける。

:の構想をもとに ノ、制作 に向けての検討 を ）つ
一
ｒ

の
方

習
め

学
進

1
`σ

) ノま

における や修正点について
フヽォリオや レボー 〉ことで更に構想を深めま

｀

4

5

6

8

9

エンテーション
え・評価方法について
○構想・スケッチ・略図をもと
に実際に図面を作成します。
○ ドラフターまたは Jw一 ca
dを使用して外観図 (第三角
法・等角投影法)。 部品図を作
成します。

途中経過図面提出
「卒業制作」

計画的に課題に取 り組む。
卒業制作の構想をもとに図面を作成し、制作に向けての検討を行う。

「卒業制作」

ポートフォリオ作成
(美術コース)

レポート作成
(工芸コース)

― トフォリオを作成して 3
年間の制作を振り返ります。

レポートを作成してコンセプ
卜から図面、加工に至る卒業制
作に関わる制作過程をまとめま
す。

「卒業制作」
完成提出
「レポート」
「ポートフォリオ」

習のまとめをする。

図面の途中経過、完成図面の提出、ポー トフォリオやレポー ト作成に至る過程での取り組
みにより評価 します。



教科名 ] 3

教材
な し

な し 【

学習の
目標

工芸科 目を通 して学んだ技術 を応用 し、創造的 に発展 させた作品制作 の力 を育て ます。

2 制作の過程を通 し、造形的視野を広めるとともに、感性 を磨 き、豊かな人間性 を養 います。

学習の
進め方

1 1年間 をとお した制 Fの計画を立てます。題材は個々が設定 し、工芸制作への知識と理解を深めます。

2 過去に制作された作 :や書籍な どの資料 を活用 し、 自らの作品をよ り高める工大 を していきます。

3 これまでの工芸科 日で学んだ知識や技術 を積極的に作品に取 り入れていきます。

師確 度あ確認

・ 1年間の課題の進め方
・制作に向けた試作 と計画

「霜賃旗肇詳プゴトフィプ
。再検討、実制作

・進め方の再検討

達成するかを考える。

・制作の段取りを把握する。

・自らの制作過程を振り返り
進め方を再検討する。

1年間のまとめ

卒業制作発表

T作儡あ莞茂ど蔓出

。制作のまとめ

I百ぢお前作瑳ぶりがえるごと1

成果を確認する。

・
:・他著どお学なを共有するf‐

Ⅲ…


